
『
翰
林

一、

ﾍ
じ
め
に

五
鳳
集
』
に
つ
い
て

　
○
コ
．
、
閑
睾
ユ
昌
σ
q
o
＆
ω
旨
、
．

　
五
山
文
学
と
は
、
「
日
本
の
五
山
制
度
の
官
寺
に
籍
を
置
い
た
禅
僧
が
創
り
出

し
た
、
中
世
の
漢
文
学
」
で
あ
る
。
政
治
史
と
文
学
史
の
時
代
区
分
が
ず
れ
る

の
は
当
然
で
、
中
世
の
終
焉
と
共
に
、
五
山
の
禅
僧
が
全
く
文
学
の
制
作
を
や

め
た
わ
け
で
は
な
い
。
筆
者
は
旧
著
『
五
山
詩
史
の
研
究
』
に
お
い
て
、
五
山

文
学
の
下
限
を
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
に
置
き
、
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
鹿

苑
僧
録
・
蔭
．
曝
職
の
廃
止
を
あ
げ
て
お
い
た
。
こ
の
考
え
は
今
も
変
え
る
つ
も

り
は
な
い
が
、
も
う
少
し
、
前
後
の
事
情
を
み
て
み
よ
う
。

　
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
三
月
九
日
、
徳
川
家
康
は
駿
府
に
有
節
周
保
ら

五
山
僧
を
集
め
て
『
法
華
経
』
寿
量
品
の
「
宝
樹
多
華
菓
、
衆
生
所
遊
楽
」
を

題
に
偶
頒
を
、
『
論
語
』
為
政
篇
の
「
為
政
以
徳
云
々
」
を
題
に
文
を
作
ら
し
め

た
。
さ
ら
に
同
年
五
月
十
一
日
、
徳
川
秀
忠
は
江
戸
城
に
五
山
衆
約
二
十
名
を

招
い
て
、
『
法
華
経
』
方
便
品
の
「
解
法
住
官
位
、
世
間
相
常
住
」
を
題
に
詩
偶

を
、
『
論
語
』
顔
心
配
の
「
君
子
之
徳
風
云
々
」
を
題
に
し
て
文
を
作
ら
せ
呈
出

さ
せ
た
。
出
題
に
徳
川
幕
府
の
宗
教
・
文
教
政
策
が
反
映
さ
れ
て
い
て
興
味
深

い
が
、
ま
さ
に
五
山
文
学
史
の
最
後
を
飾
る
盛
事
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
元

和
元
年
、
豊
臣
氏
の
大
坂
城
は
落
ち
、
公
家
諸
法
度
と
共
に
諸
宗
諸
本
山
諸
法

1
近
世
初
期
漢
文
学
管
見
1

蔭

木

英

雄

度
が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
中
国
で
は
、
正
史
は
前
朝
が
滅
亡
し
て
後
、
次
の
王
朝
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る

の
が
常
で
あ
っ
た
。
い
ま
こ
こ
に
採
り
あ
げ
る
『
翰
林
尾
燈
集
』
も
、
中
世
の

五
山
文
学
が
終
焉
し
て
か
ら
、
そ
の
集
大
成
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
『
翰
林
五
鳳
集
』
（
以
下
『
五
色
集
』
と
略
記
）
の
成
立
事
情
を
考
察

し
て
ゆ
く
と
、
ど
う
し
て
も
近
世
初
頭
の
措
紳
漢
文
学
に
論
及
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
従
来
の
近
世
漢
文
学
史
は
、
殆
ん
ど
、
藤
原
怪
窩
、
林
富
山
ら
の
儒
者
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ソ

ら
論
じ
始
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
機
会
に
小
稿
で
、
後
陽
成
・
後
水
尾
両

帝
を
め
ぐ
る
近
世
初
頭
の
漢
文
学
を
概
観
す
る
の
も
、
意
義
な
き
事
で
は
あ
る

ま
い
。

二
、
成
立
の
事
情

本
朝
風
俗
隠
所
4
業
者
、
以
》
歌
為
》
最
、
以
ゾ
詩
次
4
之
。
因
》
弦
勅
撰
之
歌

集
、
錐
二
其
数
甚
蕃
一
、
未
》
聞
》
及
二
士
詩
一
。
今
也
皇
帝
陛
下
（
中
略
）
非
三
膏

興
二
和
歌
道
一
、
塁
壁
修
二
詩
律
廃
一
。
執
不
二
仰
讃
一
哉
。
一
日
課
二
百
僚
一
、
釆
下

鮎
三
岳
前
輩
後
生
所
二
品
題
一
詩
什
L
。
（
中
略
）
此
集
之
発
端
、
「
江
春
入
旧
年
」

之
題
、
偶
合
二
古
今
集
巻
頭
之
詠
歌
一
。
贈
与
4
詩
唐
名
異
、
而
其
意
同
者
乎
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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『
翰
林
五
鳳
集
』
に
つ
い
て

　
（
傍
線
傍
点
は
筆
・
者
。
以
下
も
同
じ
）

こ
れ
は
以
心
気
伝
筆
序
文
の
一
部
で
あ
る
。
以
心
豊
里
は
平
安
初
期
の
三
勅
撰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

集
『
凌
雲
新
集
』
『
文
華
秀
麗
集
』
『
経
国
集
』
の
存
在
を
知
ら
ず
、
『
五
鳳
集
』

が
日
本
最
初
の
勅
撰
詩
集
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
『
五
障
集
』
巻
頭
の
瑞

青
龍
怪
盗
「
江
春
入
旧
年
」
は
、
最
初
の
勅
撰
歌
集
『
古
今
和
歌
集
』
巻
頭
の

「
ふ
る
年
に
春
た
ち
け
る
日
よ
め
る
」
と
い
う
在
原
元
方
の
歌
と
”
偶
合
”
と
述

べ
て
い
る
が
、
本
当
に
偶
然
の
一
致
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
に
は
、
「
江
春

入
旧
年
」
を
巻
頭
に
置
い
た
の
は
、
古
今
伝
授
を
重
要
視
し
た
当
時
の
詩
歌
観

を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
誤
解
で
あ
る
に
し
ろ
、
『
五
鳳
集
』

が
『
古
今
和
歌
集
』
と
同
じ
く
、
最
初
の
勅
撰
集
で
あ
る
と
い
う
気
負
い
が
こ

の
巻
頭
作
の
撰
択
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
剛
外
配
当
の
践
文
の
次
の
臼
ヌ
キ
傍

点
の
語
で
あ
る
。

　
日
東
上
皇
、
聡
明
文
思
（
中
略
二
朝
使
三
百
僚
輯
二
録
古
来
三
岳
諸
彦
（
中
略
）

　
今
人
之
詩
一
。

傍
線
部
は
序
も
蹟
も
同
一
趣
旨
で
あ
る
の
だ
が
、
以
心
肝
伝
が
、
『
五
鳳
集
』
は

皇
帝
陛
下
即
ち
後
水
尾
天
皇
の
勅
撰
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
の
に
対
し
、
剛
外

令
柔
は
日
東
上
皇
即
ち
後
事
成
上
皇
の
院
宣
に
よ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

近
年
で
は
、
辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
』
近
世
篇
、
菅
原
昭
英
分
担
執
筆
『
国

史
大
辞
典
』
、
今
枝
愛
情
執
筆
『
日
本
古
典
文
学
辞
典
』
な
ど
、
多
く
は
後
水
尾

天
皇
勅
撰
説
で
、
管
見
に
入
る
所
で
は
、
『
大
日
本
史
料
』
の
み
後
陽
成
上
皇
説

を
採
っ
て
い
る
。
序
も
蹟
も
、
後
陽
成
上
皇
が
元
和
三
年
八
月
二
十
六
日
に
崩

御
さ
れ
て
か
ら
六
年
後
、
元
和
九
年
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
の
で
、
常
識
的
に
は

前
者
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
『
五
論
集
』
の
集
名
な
ど
を
考
え
る
と
き
、

後
者
の
説
も
あ
な
が
ち
に
捨
て
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
心
崇
伝
は
序
文
で
集
名
の
由
来
を
精
し
く
述
べ
て
い
る
。
五
鳳
の
五
に
つ

い
て
は
、
五
星
・
忍
野
・
五
瑞
を
あ
げ
、
「
五
鳳
」
と
い
う
の
は
、
漢
の
孝
宣
帝

の
年
号
（
B
C
五
七
～
B
C
五
四
V
で
あ
る
事
、
宋
の
太
宗
の
時
の
賞
道
中
・
宋
臼
・

李
至
・
呂
蒙
正
・
蘇
易
簡
の
五
人
を
、
害
虫
が
「
五
鳳
斉
し
く
飛
ん
で
翰
林
に

入
る
」
と
詠
じ
た
事
な
ど
を
あ
げ
、
さ
ら
に
徳
川
家
光
の
下
で
五
瑞

（
公
侯
伯
子
男
の
諸
侯
）
が
名
翼
を
九
天
に
展
べ
て
い
る
事
を
述
べ
て
い
る
。
し
か

し
、
筆
者
が
『
翰
林
五
三
集
』
か
ら
直
ち
に
想
起
し
た
の
は
『
鳳
城
聯
句
集
』

で
あ
っ
た
。
こ
の
集
の
序
文
は
、

　
慶
長
年
間
、
太
上
皇
游
二
思
典
籍
・
、
屡
召
措
耳
蝉
徒
’
、
催
此
遊
於
鳳
城
一
。

と
、
後
膨
成
上
皇
が
慶
長
年
間
に
、
鳳
城
（
院
御
所
）
で
聯
句
会
を
屡
々
開
か
れ
た

事
を
記
し
て
い
る
。
後
水
尾
天
皇
に
譲
位
な
さ
れ
た
の
は
慶
長
十
六
年
五
月
な

の
で
、
右
の
”
慶
長
年
間
”
と
い
う
の
は
自
ら
わ
か
る
。
院
御
所
詩
壇
の
主
な

メ
ン
バ
ー
は
、
摺
紳
で
は
、
八
条
宮
智
仁
親
王
、
中
院
通
村
、
阿
野
実
顕
、
舟

橋
秀
賢
、
山
科
言
緒
、
土
御
門
（
安
倍
）
泰
重
ら
で
あ
り
、
纈
徒
で
は
、
剛
外
令

柔
、
友
竹
紹
益
、
当
事
元
沖
、
集
雲
守
藤
、
古
平
慈
稽
、
山
岳
景
洪
、
玉
峰
光

燐
、
有
節
理
保
、
最
岳
元
良
、
雲
丁
霊
圭
、
月
漢
聖
澄
、
越
漢
礼
格
、
梅
心
正

悟
、
恰
伯
令
悦
、
有
雅
元
慶
ら
で
あ
っ
た
。
以
心
崇
拝
は
そ
の
日
記
に
、

　
次
に
寺
中
学
問
に
心
懸
け
王
者
、
御
聯
句
に
召
さ
る
べ
き
間
の
旨
、
仁
体
相

　
い
撰
び
、
是
よ
り
申
し
上
ぐ
べ
く
候
。
〈
『
本
四
国
師
日
記
』
慶
長
十
八
・

　
霜
月
・
十
六
〉

と
い
う
書
信
を
玄
庵
に
送
っ
た
事
を
記
し
て
お
り
、
以
心
和
尚
が
文
学
僧
を
後
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陽
成
上
皇
に
推
薦
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
こ
れ
ら
聯
句
会
に
は
、
上
皇
は
『
小

　
　
　
　
ヨ
　

略
相
勾
』
の
如
き
韻
書
を
座
右
に
置
い
て
、
臨
御
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
『
鳳
城
聯
句
集
』
を
繕
く
と
、

　
聖
代
覧
輝
鳳
　
　
聖
代
に
輝
く
鳳
を
覧
る
（
舟
橋
秀
賢
）

　
鳳
知
天
聖
至
　
　
鳳
は
天
聖
の
至
を
知
る
（
八
条
宮
v

な
ど
の
句
が
見
え
る
。
又
、
「
仙
洞
三
千
句
序
」
と
い
う
文
章
で
、
集
雲
守
藤

は
、

　
あ
あ

　
圏
ワ
、
吾
太
上
天
皇
（
後
即
成
上
皇
）
委
二
万
機
干
東
儲
一
、
在
二
仙
宮
’
日
、
文
賦
歌

　
頒
六
識
雷
撃
、
侶
二
干
聯
句
述
作
一
、
而
追
二
月
故
人
極
唱
・
年
尚
莫
。
或
時
諭
・

　
百
僚
一
日
、
「
曽
時
有
二
横
川
・
桃
源
二
甘
露
江
東
三
千
句
一
。
中
間
有
二
策
彦
・

　
江
心
両
者
宿
城
西
四
千
五
百
韻
一
。
挙
ゾ
代
詠
ヅ
絶
筆
“
之
、
共
心
二
千
無
窮
・
。

　
皇
偉
哉
。
越
一
・
戸
閉
’
。
」
上
皇
望
．
余
光
一
、
将
ゾ
救
二
戸
風
一
、
選
二
試
五
岳
俊
柄

　
九
城
寵
臣
於
鳳
閾
・
、
丁
令
ゾ
言
4
志
者
、
従
玉
東
韻
一
到
．
蔵
韻
二
二
千
句
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
要
約
す
れ
ば
、

ω
上
皇
は
万
機
政
治
を
後
水
尾
夫
皇
に
委
ね
ら
れ
た
あ
と
、
文
古
歌
碩
に
お

　
　
励
み
に
な
り
、

②
故
人
の
名
句
を
長
年
追
慕
さ
れ
た
こ
と
。

㈹
例
え
ば
、
横
川
景
三
と
桃
源
瑞
仙
が
応
仁
の
乱
を
避
け
て
近
江
永
源
寺
に

　
　
疎
開
す
る
途
中
、
三
千
句
を
連
ね
た
単
組
や
、
策
士
周
良
と
江
心
承
董
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
　

　
　
の
『
城
西
聯
句
』
な
ど
五
山
文
学
僧
の
作
品
を
上
皇
は
愛
さ
れ
た
事
、

ω
仙
洞
の
寵
臣
や
五
山
の
俊
僧
を
選
ば
れ
た
事
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
　

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
仙
洞
三
千
句
」
の
延
長
線
上
に
『
五
鳳
集
』
が

編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
い
ま
一
つ
決
定
的
な
根
拠

　
　
　
　
　
『
翰
林
五
鳳
集
』
に
つ
い
て

に
欠
け
る
が
、
筆
者
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
『
翰
林
五
七
集
』
は
、
緊
密
成
上
皇
の
御
遺
志
を
受
け
つ
い
で
、
後
水
尾
天
皇

　
の
勅
命
に
よ
り
、
元
和
九
年
に
完
成
し
た
。

と
い
う
仮
説
を
提
唱
し
た
い
。
な
お
、
元
和
九
年
は
あ
た
か
も
後
開
成
上
皇
七

回
忌
に
当
た
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
父
上
皇
の
御
遺
志
を
継
い
だ
後
水
尾
天
皇
の
漢
文
学
に
つ
い
て
略
述

し
て
お
き
た
い
。
管
見
の
及
ぶ
所
で
は
、
慶
長
十
六
年
三
月
二
十
七
日
御
践
詐

の
当
初
は
、
宮
中
で
の
詩
会
や
聯
句
会
の
記
録
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

　
筆
者
は
先
学
よ
り
、
「
な
い
と
い
う
存
在
否
定
語
は
学
術
論
文
に
書
い
て
は
い

け
な
い
。
未
見
の
も
の
が
一
例
で
も
存
在
す
れ
ば
、
そ
の
論
文
は
無
価
値
と
な

る
か
ら
」
と
耳
に
た
こ
が
出
来
る
ほ
ど
聞
か
さ
れ
て
い
た
の
に
、
つ
い
「
見
ら

れ
な
い
」
と
書
い
て
し
ま
っ
た
。
逃
げ
道
と
し
て
、
「
管
見
の
及
ぶ
所
で
は
」
「
殆

ん
ど
」
と
限
定
的
否
定
と
し
た
も
の
の
一
。

　
後
水
尾
天
皇
を
中
心
と
す
る
文
雅
の
会
が
見
ら
れ
る
の
は
、
御
即
位
後
三
年

目
の
慶
長
十
八
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
御
学
問
の
記
録
が
多
い
。
例

え
ば
、
慶
長
十
七
年
八
月
十
日
か
ら
十
回
に
わ
た
っ
て
、
月
渓
聖
澄
の
『
古
文

真
宝
』
進
講
を
聴
い
て
お
ら
れ
る
。
一
例
と
し
て
、
元
和
四
年
の
一
年
間
に
限

り
、
後
水
尾
詩
壇
の
行
事
を
列
挙
し
て
み
る
。

　
①
三
月
二
十
五
日
和
漢
聯
句
会
〈
時
・
土
・
孝
〉
②
閏
三
月
四
日
漢
和
聯
句

　
九
羨
く
土
v
③
同
十
九
日
漢
和
点
取
聯
句
〈
土
〉
④
四
月
八
日
漢
和
聯

　
句
一
巡
〈
土
〉
⑤
同
十
三
日
漢
和
聯
句
再
巡
〈
土
〉
⑥
五
月
十
二
日

　
⑦
六
月
十
日
⑧
八
月
十
一
日
何
れ
も
漢
和
聯
句
会
〈
土
〉
⑨
九
月
一
日

　
⑩
同
二
十
一
日
何
れ
も
漢
和
両
吟
〈
土
〉
⑪
十
月
一
日
点
取
聯
句
六
句
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『
翰
林
五
鳳
集
』
に
つ
い
て

　
〈
土
〉
⑫
同
二
十
九
日
⑬
十
一
月
十
四
日
⑭
同
十
六
日
⑮
同
十
七
日

　
何
れ
も
聯
句
両
吟
〈
土
〉
⑯
同
十
九
日
両
吟
八
三
〈
土
〉
⑰
同
二
十
日

　
漢
和
一
巡
〈
土
〉
⑱
同
二
十
一
日
両
吟
八
句
〈
土
〉
⑲
同
二
十
六
日
両

　
臨
書
量
定
く
土
V
⑳
同
二
十
九
日
漢
和
聯
句
会
〈
時
・
土
〉

　
　
〈
時
〉
時
慶
卿
記
　
〈
孝
〉
孝
亮
宿
弥
日
次
記
　
く
土
V
土
御
門
泰
重
記

以
上
の
主
な
出
席
者
は
後
陽
成
詩
壇
と
殆
ん
ど
同
じ
で
、
た
だ
措
紳
で
は
近
衛

信
尋
、
西
園
寺
公
益
、
西
洞
院
時
言
・
時
直
、
高
倉
永
慶
・
嗣
良
ら
が
新
し
く

顔
を
見
せ
て
い
る
。
少
し
会
の
状
況
を
点
描
し
て
み
よ
う
。

　
②
の
閏
三
月
四
日
、
宮
中
四
番
詰
の
土
御
門
泰
重
は
お
召
し
に
よ
っ
て
参
内

す
る
と
、
帝
は
酒
盃
を
傾
け
な
が
ら
竹
内
孝
治
と
歌
仙
を
話
題
に
し
て
お
ら
れ

た
。
泰
重
は
沈
酔
し
て
一
度
は
退
出
し
た
が
、
ま
た
お
召
し
を
受
け
、
夜
半
ま

で
帝
と
二
人
で
冠
句
連
ね
た
の
で
あ
る
。
右
表
の
「
両
吟
」
と
い
う
の
は
、
後

水
尾
天
皇
と
泰
重
の
二
人
だ
け
の
聯
句
を
い
う
。

　
⑨
の
九
月
一
日
、
漢
和
両
吟
の
点
取
り
の
勅
命
が
五
山
僧
の
集
雲
守
藤
に

下
っ
た
が
、
集
雲
和
尚
は
辞
退
し
た
。
ま
た
漢
和
両
吟
と
は
い
え
、
⑩
の
九
月

二
十
一
日
の
よ
う
に
、
和
句
し
か
出
来
な
い
日
が
あ
っ
た
。

　
⑲
の
十
一
月
二
十
六
日
の
両
吟
百
句
の
点
が
十
二
月
十
一
日
に
や
つ
ど
宮
中

に
届
い
た
が
、
御
製
に
は
二
十
三
句
、
土
御
門
園
路
の
作
に
は
十
三
句
点
が
つ

い
て
い
た
。
前
震
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ろ

　
予
十
句
負
け
た
り
。
近
比
無
念
の
次
第
な
り
。
叡
感
浅
か
ら
ざ
り
し
事
此
の

　
如
く
に
候
。

と
残
念
が
っ
て
い
る
。
点
者
が
御
製
に
甘
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、
後
水
尾

天
皇
の
作
句
の
進
歩
は
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
晩
に
二
句
御
製
有
り
。
僧
衆
の
御
製
承
り
割
く
申
す
に
依
り
此
の
如
く
に
候
。

　
左
右
方
立
、
御
製
玄
妙
の
由
申
さ
れ
候
な
り
く
元
和
七
・
＋
二
・
九
V
。

　
　
　
　
　
　
　
レ
　

と
、
断
叔
顕
陣
や
剛
外
膨
面
ら
僧
衆
も
御
製
に
感
歎
し
て
い
る
。

　
な
お
、
『
延
宝
伝
燈
録
』
巻
三
十
五
に
は
、
禅
を
修
め
た
天
皇
が
十
二
人
記
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
後
陽
成
・
後
水
尾
両
帝
が
入
っ
て
い
る
こ
と
を
特
記

し
て
お
こ
う
。

　
以
上
述
べ
た
如
き
後
水
尾
天
皇
が
、
父
上
皇
の
御
遺
志
を
つ
い
で
『
五
鳳
集
』

を
完
成
せ
し
め
ら
れ
た
と
い
う
筆
者
の
仮
説
は
、
あ
な
が
ち
荒
唐
無
稽
な
も
の

で
は
あ
る
ま
い
。

　
さ
て
次
に
『
五
鳳
集
』
成
立
の
意
義
を
探
っ
て
み
た
い
。
践
文
に
は
当
時
の

五
山
僧
の
日
本
漢
文
学
史
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
剛
直
令
柔
は
通

史
的
に
日
本
国
詩
史
を
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
中
国
詩
特
に
浮
屠
氏

（
僧
侶
v
の
詩
の
流
れ
を
叙
述
す
る
あ
い
間
に
、
日
本
漢
詩
史
を
断
片
的
に
記
し

て
い
る
。
そ
し
て
剛
外
が
強
調
し
て
い
る
の
は
、

　
ω
上
は
詩
を
以
て
下
を
化
し
、
下
は
詩
で
上
を
颯
す
と
い
う
詩
の
効
用
。

　
②
王
者
は
詩
を
愛
す
。

　
㈹
詩
禅
一
致
。

の
三
点
で
、
特
に
②
⑧
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
剛
外
和
尚
は
ま
ず
注
（
2
）
の
よ

う
に
古
代
漢
文
学
を
述
べ
た
あ
と
、
一
足
と
び
に
室
町
時
代
に
言
及
す
る
。
書

き
下
し
て
み
よ
う
。

　
本
邦
の
選
纂
す
る
所
、
『
百
人
一
首
』
『
花
上
集
』
の
両
帳
有
り
、
近
代
の
風

　
騒
の
者
宿
こ
れ
を
賦
す
。
詩
道
を
補
う
も
の
億
尽
く
其
の
精
を
択
び
て
録
す
。

　
然
れ
ば
則
ち
禅
は
必
ず
詩
に
通
じ
、
詩
は
必
ず
禅
に
通
じ
、
古
詩
共
に
妙
悟
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有
り
。
堂
に
快
な
ら
ず
や
。

と
、
空
海
の
『
性
霊
集
』
、
菅
原
道
真
の
『
菅
家
文
草
』
、
撰
集
で
あ
る
『
本
朝

麗
藻
』
『
本
朝
文
豆
』
『
本
朝
無
題
詩
』
『
類
聚
句
題
抄
』
及
び
五
山
禅
僧
た
る
義

堂
周
信
撰
の
『
貞
和
類
聚
祖
苑
聯
芳
集
』
な
ど
を
省
略
（
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
も
の

も
あ
ろ
う
）
し
て
、
横
川
景
三
撰
『
百
人
一
首
』
と
文
挙
三
選
撰
『
花
上
集
』
を
と

り
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
時
代
順
を
逆
に
し
て
、

　
又
、
中
古
に
『
新
選
』
『
新
編
』
の
二
集
有
り
て
世
に
行
な
わ
る
。
黙
雲
師
其

　
の
葦
を
抜
き
て
『
錦
繍
段
』
と
称
す
る
な
り
。

と
江
西
龍
派
撰
『
新
選
集
』
、
瑞
岩
質
慢
・
慕
哲
龍
蓼
撰
『
新
編
集
』
を
あ
げ
て

い
る
の
は
、
こ
の
二
集
が
中
唐
よ
り
元
末
ま
で
の
中
国
風
を
集
め
て
い
る
の
で
、

日
本
の
『
百
人
一
首
』
な
ど
の
後
に
あ
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
石
文
の
日
本
漢
詩

の
流
れ
を
整
理
す
る
と
、

　
①
持
統
帝
の
周
覧
学
習
1
②
嵯
峨
帝
の
神
泉
苑
詩
会
1
（
③
『
新
選
集
』

　
④
『
新
編
集
』
一
⑤
『
錦
繍
段
』
）
一
⑥
『
百
人
一
首
』
一
⑦
『
花
上
集
』
一

　
⑧
『
翰
林
五
鳳
集
』

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
①
②
⑧
は
、
剛
毛
令
柔
の
「
王
者
は
詩
を
愛
す
」
「
古

よ
り
帝
者
の
詩
を
好
む
者
、
振
丹
扶
桑
一
片
の
皇
風
な
り
」
以
心
音
伝
の
「
王

者
は
詩
を
学
び
て
天
下
を
安
ん
ず
」
と
い
う
詩
観
の
具
体
的
事
象
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
序
と
蹟
に
い
う
王
者
・
講
者
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
後
陽
成
・
後
水

尾
両
帝
を
念
頭
に
置
い
て
の
語
で
あ
る
。
も
う
一
度
、
筆
者
の
仮
説
を
提
示
し

て
お
こ
う
。

　
『
翰
林
五
鳳
集
』
は
、
後
陽
成
上
皇
の
御
遺
志
を
継
い
だ
後
水
尾
天
皇
が
、
天

　
下
を
安
ん
じ
社
稜
を
保
つ
為
、
ま
た
下
を
化
し
風
俗
を
移
す
為
に
、
舟
橋
秀

　
　
　
　
　
『
翰
林
五
鳳
集
』
に
つ
い
て

賢
・
土
御
門
泰
重
・
剛
外
令
柔
・
集
雲
守
藤
ら
百
僚
に
命
じ
て
、
文
字
を
離

れ
別
伝
を
立
て
る
捷
径
で
あ
る
禅
詩
、
も
っ
と
具
体
的
に
い
う
と
、
中
古
以

来
今
人
ま
で
の
鯖
読
の
詩
を
監
護
せ
し
め
た
、
五
山
文
学
唯
一
の
勅
撰
詩
集

で
あ
る
。三

、
撰

者
の

　
『
五
鳳
集
』
の
序
文
は
「
一
日
課
百
僚
」
と
記
し
、
蹟
文
も
「
一
朝
使
百
僚
」

と
述
べ
て
、
撰
者
の
名
を
明
記
し
な
い
。
前
述
の
「
仙
洞
三
千
句
序
」
に
、

　
選
試
五
岳
俊
柄
九
城
寵
臣
於
鳳
闘

と
あ
る
の
を
見
る
と
、
百
僚
は
五
山
の
文
学
僧
と
仙
洞
の
寵
臣
と
考
え
て
よ
い
。

し
か
も
二
人
や
三
人
で
は
あ
る
ま
い
。
『
五
平
集
』
の
撰
者
を
考
え
る
と
い
う
こ

と
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
公
家
や
禅
林
の
漢
文
学
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も

な
る
の
で
、
単
に
撰
者
を
短
絡
的
に
推
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
少
し
視
野
を
広

げ
た
り
時
に
は
脱
線
し
た
り
し
な
が
ら
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

　
ま
ず
第
一
の
手
が
か
り
に
な
る
の
は
、
後
陽
成
院
詩
壇
の
人
々
で
あ
る
。
『
智

仁
親
王
御
記
』
『
御
湯
殿
上
日
記
』
『
時
慶
卿
記
』
『
孝
亮
宿
祢
日
次
記
』
『
慶
長

日
件
録
』
『
鹿
苑
日
録
』
な
ど
を
見
る
と
、
後
丑
紅
院
は
天
正
十
四
年
御
即
位
以

来
、
頻
々
と
し
て
聯
句
会
や
詩
歌
会
を
催
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
舟
橋
秀
賢
よ

り
『
周
匝
』
『
大
学
』
『
尚
書
』
『
論
語
』
『
孝
子
』
・
を
聴
講
さ
れ
、
梅
干
元
沖
よ

り
『
錦
繍
段
』
、
月
十
寸
澄
よ
り
『
古
文
真
宝
』
を
聴
聞
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

御
会
の
漢
句
の
常
連
作
者
の
中
か
ら
、
『
五
鳳
集
』
撰
者
を
推
定
し
て
も
間
違
い

あ
る
ま
い
。

＝．
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『
翰
林
五
鳳
集
』
に
つ
い
て

　
　
　
　
ま
ず
舟
橋
秀
賢
を
と
り
あ
げ
る
。
『
清
原
系
図
』
（
続
群
書
類
従
所
収
）
に

舟
橋
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
清
原
氏
は
舎
人
親
王
の
孫
の
夏
野
が
始
祖
で
、
以
来
、
学
澗

　
　
　
よ
る
と

秀
賢
の
家
柄
と
し
て
雰
た
・
吉
田
兼
倶
の
実
子
で
あ
り
な
が
ら
・
清
原
家

を
襲
い
だ
宣
賢
か
ら
の
家
系
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
道
承
禎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
六
角
定
頼
－
義
賢
一
女
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

∴
蛙
黙
ド

別
の
『
清
原
系
図
』
は
、
宣
賢
の
女
は
三
淵
伊
賀
入
道
宗
薫
に
嫁
ぐ
前
に
、
将

軍
足
利
義
晴
の
寵
愛
を
受
け
て
、
生
ま
れ
た
の
が
細
川
藤
孝
（
幽
斎
）
で
あ
る
と

記
し
て
い
る
。
枝
賢
の
女
は
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
て
マ
リ
ア
と
称
し
、

細
川
忠
興
夫
人
即
ち
ガ
ラ
シ
ャ
の
侍
女
に
な
っ
た
。
ま
た
、
秀
賢
の
実
弟
の
元

．
凄
は
、
細
川
忠
興
の
叔
父
に
当
た
る
梅
長
元
沖
の
弟
子
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う

い
う
二
重
三
重
の
関
係
に
よ
り
、
舟
橋
秀
賢
は
古
今
伝
授
の
細
川
家
と
親
交
を

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ソ

結
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
父
の
国
賢
は
従
三
位
大
蔵
卿
に
ま
で
昇
進
し
、
慶
長
十
九
年
十
二
月
十
八
日

に
七
十
一
歳
で
没
し
た
が
（
秀
賢
は
同
年
六
月
置
＋
八
日
、
四
＋
歳
で
父
に
先
立
つ
）
慶
長

勅
版
『
日
本
書
紀
神
代
巻
』
の
国
賢
の
蹴
文
は
、
明
経
道
と
神
祇
道
と
の
混
合

説
と
し
て
注
目
さ
れ
る
文
章
で
あ
る
。
近
衛
家
熈
（
後
水
尾
天
皇
の
外
孫
）
述
の
『
塊

記
』
に
、
次
の
よ
う
な
漁
期
父
子
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。
国
賢
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

毎
日
出
勤
す
る
時
、
幼
少
の
秀
賢
を
ふ
ご
の
中
に
入
れ
て
空
中
に
吊
り
、
帰
宅

す
る
ま
で
一
つ
の
書
物
を
読
了
す
る
事
を
課
し
た
。
し
か
し
継
母
は
寒
暑
の
酷

レ
い
日
、
「
少
し
は
休
み
な
さ
い
」
と
下
に
お
ろ
し
て
や
っ
た
。
後
に
秀
賢
は
「
継

母
の
姑
愛
が
な
か
っ
た
ら
、
も
っ
と
秀
才
に
な
れ
た
ろ
う
に
」
と
後
悔
し
た
一

と
い
う
話
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
清
原
秀
賢
は
近
衛
信
サ
の
勧
め
で
舟
橋
氏
を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
が
、

正
月
元
旦
の
行
事
は
舟
橋
家
の
家
風
を
よ
く
表
し
て
い
る
の
で
、
『
慶
長
日
件

録
』
　
（
以
下
・
日
件
録
・
と
略
記
）
の
慶
長
八
年
の
該
当
部
分
を
書
き
下
し
て
お
く
。

　
家
中
の
祝
儀
例
年
の
如
し
。
（
中
略
）
愚
亭
の
東
の
四
畳
敷
に
机
を
構
え
、
四

　
　
ハ
　
　

　
聖
人
・
朱
文
公
の
像
等
を
懸
け
、
像
前
に
餅
、
ひ
し
は
な
ひ
ら
、
か
え
、
か

　
ち
ぐ
り
等
を
供
う
。
烏
帽
子
道
服
を
著
、
乾
押
二
卦
を
読
諦
し
了
る
。
（
中
略
）

　
次
に
看
経
。
ま
ず
護
身
違
法
、
次
に
清
浄
秋
、
次
に
中
臣
下
（
中
略
）
次
に
三

　
元
叩
几
等
読
凝
し
、
心
中
に
日
本
三
千
余
座
を
勧
請
す
。
（
中
略
）
次
に
諸
真
言
、

　
次
に
文
殊
経
荒
神
経
を
読
論
す
。
次
に
吉
書
、

　
　
天
下
泰
平
　
四
海
安
全
　
財
宝
充
屋
　
官
位
如
心
　
学
及
大
儒
　
智
能
中

　
　
道
　
薄
湿
楽
園
　
雪
煙
孔
門

　
吉
書
の
書
様
、
右
の
文
は
四
行
に
書
く
。

明
経
道
の
家
な
の
で
四
聖
像
を
祀
る
の
は
当
然
だ
が
、
宋
儒
の
朱
文
公
を
祀
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り
と

仏
教
経
典
を
読
む
如
く
乾
坤
二
卦
を
思
し
、
神
道
の
祝
詞
を
唱
え
、
は
て
に
は

真
言
陀
羅
尼
か
ら
荒
神
経
を
読
指
す
る
に
至
っ
て
は
、
ま
さ
に
儒
・
仏
・
神
混

交
の
新
年
祝
儀
で
あ
る
。
そ
し
て
吉
書
に
、
天
下
太
平
や
学
智
孝
徳
に
加
え
て
、

「
財
宝
が
家
屋
に
充
満
し
、
官
位
が
思
い
通
り
に
昇
進
し
ま
す
よ
う
に
」
と
現
世

の
名
利
を
あ
か
ら
さ
ま
に
祈
念
し
て
い
る
。
舟
橋
秀
賢
は
俗
臭
紛
々
た
る
現
実
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主
義
者
で
あ
っ
た
。

　
と
も
あ
れ
、
式
部
少
輔
舟
橋
秀
賢
は
、
四
書
五
経
や
諸
子
百
家
の
講
義
に
寧

日
な
き
有
様
で
あ
っ
た
。
「
斎
罷
り
舟
橋
殿
に
赴
き
、
三
略
の
講
義
を
聴
く
」

〈
『
鹿
苑
日
録
』
慶
長
＋
二
・
五
・
＋
五
〉
と
い
う
よ
う
な
、
自
邸
で
の
対
象
者
不
明
の
講

義
を
除
い
て
表
示
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
V

　
周
易
1
1
後
陽
成
天
皇

　
毛
詩
1
1
聖
護
院
興
意
法
親
王
　
花
山
院
少
将
（
忠
長
か
）
御
霊
法
眼
　
道
安

　
　
山
田
長
吉

　
尚
書
一
紹
元
　
観
翌
旦
房
頼
玄

　
春
秋
岸
里
伝
1
1
紹
元
　
久
遠
院
皓
叔
　
御
霊
法
眼

　
大
学
1
1
後
陽
成
天
皇
　
政
仁
親
王
（
後
の
後
水
尾
天
皇
）
九
条
忠
栄
　
中
院
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
　
村
高
倉
永
慶
冷
泉
藤
寿
丸
・
千
寿
丸
豊
臣
秀
頼
吉
田
幸
鶴
丸

　
　
（
後
の
兼
英
）
　
観
立
客
房
頼
玄

　
中
庸
一
八
条
宮
智
仁
親
王

　
論
語
1
一
後
陽
暦
天
皇
　
政
仁
親
王
　
相
国
寺
衆
　
冷
泉
侍
従
　
速
水
彦
三

　
　
郎
　
高
野
僧
三
人

　
孟
子
1
1
後
陽
成
天
皇
　
政
仁
親
王
　
照
高
士
士
道
澄
法
親
王
　
竹
田
宰
相

　
　
観
音
房
頼
玄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
孝
経
一
後
風
成
天
皇
　
政
仁
親
王
　
鷹
司
信
尚
　
吉
田
幸
鶴
丸
・
鶴
善
丸

　
小
学
1
1
紹
元

　
蒙
求
1
1
九
条
大
納
言

　
三
略
1
1
東
光
寺
僧
　
紹
節
父
子
発
起
　
九
条
忠
栄
　
所
叔
顕
瞠

　
　
　
　
　
（
1
3
＞

　
六
朝
1
1
不
明

　
　
　
　
　
『
翰
林
五
鳳
集
』
に
つ
い
て

　
古
文
真
宝
一
九
条
忠
栄

　
朗
詠
集
1
1
曼
珠
院
宮
良
恕
法
親
王
　
高
野
僧
三
人

　
職
原
抄
1
1
九
条
忠
栄
　
竹
内
孝
治
　
金
子
内
記
　
玄
箔
置
（
奥
州
会
津
感
応
寺

　
　
の
僧
）
　
日
野
侍
従

も
ち
ろ
ん
、
舟
橋
秀
賢
は
講
義
を
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
『
毛
掻
』
の
聴
講
に

度
々
円
光
寺
の
閑
室
元
倍
の
も
と
に
出
か
け
て
い
る
〈
慶
長
＋
二
・
九
・
二
以
降
〉
。

彼
が
禅
僧
や
儒
者
と
広
く
交
際
し
て
い
た
事
は
、
右
の
表
か
ら
も
首
肯
出
来
よ

う
。
ま
ず
禅
僧
と
の
交
わ
り
を
み
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
前
述
の
『
清
原
系
図
』
に
よ
る
と
、
実
弟
の
有
雅
元
凄
は
南
禅
寺
語
心
院
の

梅
印
元
沖
（
細
川
幽
斎
の
弟
）
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
「
下
心
院
沖
長
老
参
内
に
依
り
、

則
ち
和
漢
一
二
俄
か
に
御
興
行
、
御
発
句
は
御
製
な
り
」
〈
慶
長
七
・
二
・
二
〉
と
い

う
よ
う
に
、
苗
印
元
沖
は
後
重
重
天
皇
の
文
学
の
よ
い
お
相
手
で
、
天
皇
に
『
錦

繍
段
』
を
進
講
し
た
く
慶
長
九
・
四
・
八
。
同
月
二
＋
七
V
。
山
系
は
、

　
月
林
道
咬
1
（
六
代
略
）
1
梅
印
元
沖
－
有
雅
元
屡

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

で
、
い
わ
ゆ
る
大
毒
派
で
あ
る
。
こ
の
血
縁
と
法
縁
と
に
よ
り
、
舟
橋
秀
賢
は

梅
印
元
沖
と
親
交
を
結
ぶ
。
例
え
ば
、
正
月
に
は
鳥
子
百
枚
を
携
え
て
挨
拶
に

赴
き
〈
慶
長
五
・
正
・
二
＋
八
な
ど
〉
、
宮
中
和
漢
会
の
あ
と
梅
印
・
以
心
の
両
和
尚
を

自
邸
に
泊
め
く
慶
長
六
・
＋
二
・
士
▽
、
梅
印
が
重
病
と
な
る
や
秀
賢
は
屡
々
見
舞
い
、

　
斎
騙
り
南
禅
寺
へ
行
く
。
夜
前
沖
長
老
寂
滅
す
云
々
。
傍
て
吊
の
為
に
恨
歌

　
を
企
て
ぬ
〈
慶
長
＋
・
七
・
二
＋
五
〉
。

と
、
示
寂
の
際
に
は
恨
歌
を
作
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

　
次
に
南
禅
寺
語
心
院
へ
行
く
。
聴
松
三
長
老
（
玄
圃
霊
一
三
へ
行
き
小
錫
二
対

　
を
遣
わ
す
。
次
に
牧
護
庵
伝
長
老
（
以
心
崇
伝
）
へ
行
き
檀
紙
一
束
を
遣
わ
す
。

．
五
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『
翰
林
五
鳳
集
』
に
つ
い
て

　
愚
弟
廣
侍
者
（
同
前
元
慶
）
の
事
を
頼
み
入
る
由
、
相
談
し
畢
ん
ぬ

　
〈
山
慶
長
十
・
八
二
】
十
⊥
ハ
＞
0

と
記
す
の
は
、
弟
の
有
雅
元
凄
の
語
心
院
相
続
を
運
動
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

現
実
主
義
者
の
彼
と
し
て
は
当
然
の
行
動
で
あ
る
。

　
舟
橋
秀
賢
と
五
山
僧
と
の
繋
り
は
、
単
に
俗
縁
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
文

学
・
学
問
上
で
も
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
広
く
公
家
衆
と
五
山
衆
と
の

交
わ
り
で
も
あ
っ
た
。
即
ち
禁
中
和
漢
会
、
仙
洞
聯
句
会
、
陽
明
和
漢
会
、
そ

し
て
南
禅
寺
漢
和
会
な
ど
で
両
衆
は
常
に
同
席
し
、
そ
の
上
に
猪
苗
代
兼
如
や

里
村
昌
琢
ら
の
連
歌
師
が
加
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
秀
賢
は
儒
者
の
林
又
三
郎
（
羅
山
）
と
も
交
わ
っ
て
い
る
。
『
自
恕
録
』
に
、
「
林

又
三
郎
来
談
。
双
樽
両
種
恵
ま
る
」
〈
慶
長
八
・
卜
・
二
＋
九
〉
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ

る
。
こ
れ
よ
り
先
、
林
又
三
郎
信
勝
は
『
論
語
集
註
』
を
京
都
で
講
じ
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

が
勅
許
を
得
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
舟
橋
秀
賢
よ
り
非
難
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

日
の
訪
問
は
こ
の
事
件
の
挨
拶
の
為
で
あ
ろ
う
。
林
信
勝
は
『
野
槌
』
に
、

　
当
時
日
本
に
て
、
初
め
て
書
を
よ
む
に
は
、
奏
問
せ
ぬ
は
罪
な
り
。
国
法
あ

　
り
な
ど
仁
人
も
あ
り
。
そ
れ
を
何
と
も
か
け
お
も
は
ず
、
た
だ
い
よ
く
続

　
け
り
。

と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
は
絶
交
に
は
到
ら
ず
、
二
十
一
歳
の
又
三
郎

は
同
年
三
月
に
藤
原
怪
窩
に
入
門
し
た
後
も
、
「
林
又
三
郎
礼
に
来
る
。
扇
五
本

給
う
」
〈
慶
長
九
・
正
二
V
、
「
林
又
三
郎
来
る
。
菓
子
折
恵
贈
せ
ら
る
る
間
、
即
ち

女
御
殿
に
進
上
し
畢
ん
ぬ
」
〈
同
年
四
・
二
＋
七
〉
と
あ
る
よ
う
に
舟
橋
邸
を
訪
れ

て
い
る
。
二
人
が
新
旧
儒
学
の
相
異
を
論
じ
た
か
否
か
は
分
ら
ぬ
が
、
「
次
に
意

志
・
道
春
等
来
卸
し
、
累
立
業
話
」
〈
慶
長
＋
六
・
†
七
〉
と
交
際
を
続
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

　
慶
長
九
年
閏
八
月
三
日
、
冷
泉
為
満
や
山
科
言
緒
と
共
に
徳
川
家
康
に
謁
し

た
舟
橋
秀
賢
は
、
家
康
か
ら
新
注
と
古
注
の
相
異
を
質
ね
ら
れ
た
。
「
予
答
え
申

し
て
云
く
、
『
新
注
の
義
理
は
精
微
な
り
と
錐
も
激
て
浅
し
。
古
注
は
そ
の
義
精

し
か
ら
ず
と
錐
も
、
却
て
道
を
得
て
心
耳
深
し
』
と
将
軍
の
御
心
に
叶
う
も
の

な
り
」
と
答
え
た
の
は
、
清
原
家
嫡
流
と
し
て
当
然
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
性

理
字
義
を
（
紹
元
に
）
返
し
遣
わ
す
」
〈
慶
長
九
・
九
・
二
＋
九
〉
と
い
う
よ
う
に
、
秀

賢
は
宋
の
性
理
学
も
学
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
朱
子
学
を
官
学
と
し
た
徳
川
家

康
が
、
古
注
を
称
え
る
秀
賢
の
返
答
を
納
れ
た
と
い
う
『
日
件
録
』
は
彼
の
希

望
的
主
観
が
混
っ
て
お
り
、
古
注
を
奉
ず
る
舟
橋
家
で
も
朱
文
公
像
を
祀
っ
た

り
し
て
、
時
代
は
朱
子
学
が
大
勢
を
占
め
て
お
り
、
現
実
主
義
の
秀
賢
は
順
応

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
本
稿
は
舟
橋
秀
賢
が
『
五
鳳
集
』
撰
者
の
一
人
制
あ
る
事
を
推
定
す

る
の
が
、
第
一
の
目
的
で
あ
っ
た
。
彼
の
文
学
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

　
　
東
皇
和
気
徳
無
懲
　
自
慢
尭
野
選
万
年
　
四
聖
若
今
以
等
比
　
群
臣
可
詠

　
　
鹿
鳴
篇

　
o
東
皇
1
1
畔
塗
は
春
風
の
意
だ
が
、
日
東
皇
帝
（
『
五
鳳
集
』
乱
文
に
用
例
）
即
ち
後
陽
成
天
皇
を

　
暗
示
　
○
尭
膓
㍑
古
の
聖
天
子
陶
唐
の
ゆ
た
か
な
盃
。
『
孔
叢
子
』
に
よ
る
と
、
発
舜
千
鍾
（
尭
舜

　
は
千
山
の
酒
を
飲
ん
だ
V
と
い
う
純
白
が
あ
っ
た
。
　
○
万
年
1
1
『
毛
詩
』
大
雅
「
江
漢
」
に
天
子
万

　
年
と
あ
る
。
　
〇
四
始
1
1
『
倒
壊
』
の
風
の
始
の
「
登
簿
」
、
小
稚
の
始
の
「
鹿
鳴
」
、
大
雅
の
始
の
「
文

　
王
」
、
碩
の
始
の
「
清
士
」
を
い
う
。
　
○
比
1
1
『
毛
詩
』
大
序
の
六
義
の
一
。
ま
た
『
易
』
六
十
四
卦

　
の
一
の
比
は
、
四
海
の
人
が
上
呪
人
を
仰
ぐ
象
で
、
こ
め
場
合
ふ
さ
わ
し
い
。
　
○
鹿
鳴
篇
1
1
君
が

　
臣
を
召
し
て
饗
応
す
る
の
を
喩
え
た
詩
。

　
（
訳
）
春
の
気
候
は
和
や
か
で
皇
徳
は
道
に
た
が
う
こ
と
が
な
く
　
　
一
人
ゆ
た
か
な
酒
盃
を
あ
げ
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て
聖
寿
と
自
寿
の
万
歳
を
祝
う
　
　
元
旦
の
い
ま
『
毛
羽
』
の
作
に
た
と
え
る
な
ら
　
　
群
臣

　
　
　
よ
、
あ
の
鹿
鳴
篇
を
詠
う
が
よ
い
。

こ
れ
は
慶
長
五
年
、
秀
賢
二
十
六
歳
の
作
で
、
朝
鮮
文
人
の
竹
漢
の
和
韻
も
『
日

件
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
煩
雑
な
仁
丹
を
付
し
た
の
は
、
彼
の
苦
心
の
跡
を

知
る
為
で
あ
る
が
、
労
作
に
も
か
か
わ
ら
ず
個
性
的
文
学
的
価
値
は
低
い
。
も

う
一
首
、
慶
長
十
五
年
正
月
一
日
、
四
方
拝
の
宮
中
儀
式
か
ら
の
帰
途
に
吟
じ

た
五
言
を
読
ん
で
み
よ
う
。

　
　
　
夜
深
鶏
未
催
　
朝
巳
禁
門
開
　
登
殿
拝
天
子
　
候
時
望
斗
輝

　
　
　
学
懐
韓
愈
仰
　
胆
管
邦
侯
堆
　
其
述
吾
人
祝
　
猶
勘
長
命
杯

　
○
鄭
侯
堆
1
1
唐
の
李
泌
の
父
の
薩
閥
李
童
画
は
蔵
書
二
万
堅
巻
を
有
し
た
。
韓
愈
「
送
諸
葛
覚
往
随

　
州
読
書
」
に
、
郭
候
家
多
書
と
あ
る
。

　
（
訳
V
夜
が
深
く
て
鶏
は
ま
だ
鳴
か
ぬ
が
　
　
朝
廷
で
は
も
う
宮
門
が
開
い
た
　
　
殿
上
に
登
っ
て

　
　
　
天
子
に
拝
謁
し
よ
う
と
　
　
候
っ
て
い
る
時
北
斗
星
の
輝
き
を
眺
め
た
　
　
学
問
は
韓
愈
を

　
　
　
な
つ

　
　
　
懐
か
し
ん
で
仰
ぎ
見
　
　
書
籍
は
二
村
の
大
蔵
書
を
慕
う
　
　
私
ど
も
の
祝
詞
を
述
べ
て

　
　
　
長
寿
の
盃
を
く
み
か
わ
し
た

学
者
ら
し
い
作
品
だ
が
構
成
の
緻
密
さ
に
欠
け
、
あ
た
か
も
聯
句
を
読
む
感
が

あ
る
。
四
聯
と
も
対
句
で
成
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
歳
旦
と
い
う
制
約
が
あ

る
に
し
ろ
、
両
作
品
と
も
詩
情
の
深
さ
が
な
い
。
こ
れ
が
当
時
の
平
均
的
水
準

作
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
舟
橋
秀
賢
は
、
「
禁
中
和
漢
御
会
。
予
執
筆
」
〈
慶
長
五
・
二
・
＋
九
〉
と
記
す
よ
う

に
、
禁
中
和
漢
会
で
執
筆
し
、
以
後
禁
中
の
み
な
ら
ず
近
衛
信
サ
邸
で
も
屡
々

執
筆
を
勤
め
て
い
る
。
ま
た
「
今
日
指
合
（
付
合
の
法
則
違
反
）
以
下
御
再
見
有
之
」

〈
慶
長
九
・
九
ニ
ハ
〉
と
天
皇
の
御
点
検
に
奉
仕
し
て
い
る
。
「
孟
子
を
講
ず
。
次
に
禁

　
　
　
　
　
『
翰
林
五
鳳
集
』
に
つ
い
て

中
和
漢
御
会
の
第
四
句
目
仕
る
べ
き
由
の
仰
せ
あ
り
。
価
て
両
旬
の
吟
案
を

　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め

内
々
申
し
上
げ
し
処
、
端
が
然
る
べ
き
由
仰
せ
な
り
」
〈
慶
長
＋
二
・
九
・
＋
三
〉
と
、

後
陽
成
天
皇
は
預
め
秀
賢
に
止
句
作
ら
せ
て
、
御
自
身
の
句
が
付
け
易
い
方
を

お
選
び
に
な
っ
た
。
そ
の
翌
日
に
は
、

　
晴
、
早
朝
勾
当
局
へ
参
ず
べ
き
由
御
使
な
り
。
則
ち
伺
候
せ
し
処
、
来
る
十

　
八
日
の
和
漢
御
会
に
、
東
福
寺
不
二
庵
藤
長
老
、
龍
吟
の
珊
長
老
を
出
席
せ

　
し
む
べ
し
や
否
や
、
書
状
を
遣
わ
す
べ
き
由
仰
せ
な
り
〈
同
年
九
・
＋
四
〉
。

と
、
会
に
集
雲
三
士
と
友
山
龍
珊
が
出
席
す
る
か
否
か
を
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。

秀
賢
は
後
期
成
天
皇
の
和
漢
御
会
の
事
務
長
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
筆
者
が
舟
橋
秀
賢
を
『
五
極
重
』
撰
者
の
一
人
に
推
測
し
た
根
拠
は
こ
の

辺
に
あ
る
。

　
夜
に
入
り
御
前
（
後
早
成
天
皇
）
に
参
る
。
御
雑
談
ど
も
有
り
。
次
に
聯
句
両
吟

　
御
沙
汰
有
る
べ
き
の
由
勅
定
な
り
。
傍
て
章
句
（
第
一
包
は
く
じ
取
り
次
第

　
遊
ば
さ
る
べ
し
云
々
。
予
こ
れ
（
章
包
を
く
じ
取
る
。
漏
り
と
錐
も
即
時
に

　
吟
じ
難
き
故
、
章
句
は
御
製
な
り
く
慶
長
＋
二
・
九
・
＋
八
V
。

と
夜
に
な
り
天
皇
と
二
人
で
句
を
聯
ね
る
秀
賢
で
あ
っ
た
。
信
任
が
厚
か
っ
た

の
で
あ
る
。
作
品
を
読
む
。

　
　
　
　
　
　
御
製
　
　
　
　
。
．

秦
家
薔
蜀
錦

漢
岸
菊
燕
脂

男
心
繋
佳
景

墨
黒
磨
小
池

霞
紅
山
六
書

雪
白
座
題
詩

秀同御同秀　　　　賢
秦
の
家
の
薔
薇
は
蜀
の
錦
に
匹
敵
し

　
　
　
　
　
え
ん

漢
水
の
岸
の
菊
は
燕
の
嚥
脂
の
よ
う
に
美
し
い

舟
は
美
し
い
風
景
の
中
に
つ
な
が
れ

硯
に
磨
ら
れ
た
墨
汁
が
池
に
た
ま
る

赤
い
夕
霞
の
中
に
山
と
舟
が
画
か
れ

臼
雪
を
席
題
に
詩
を
詠
む

七
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「
翰
林
五
鳳
集
』
に
つ
い
て

　
文
苑
披
春
色
同
　
文
人
の
殖
や
堤
は
春
景
色
で
あ
る
・

　
子
の
刻
入
御
し
た
ま
う
。

　
Q
蜀
錦
1
1
蜀
（
秦
が
置
い
た
画
名
）
の
錦
江
で
濯
っ
た
錦
。
○
燕
脂
1
1
べ
に
。
『
事
物
紀
原
』
に
よ

　
る
と
、
秦
宮
中
の
紅
粧
は
す
べ
て
燕
脂
に
よ
る
。
○
艘
1
1
ふ
ね
。
な
お
字
は
異
な
る
が
蟻
舟
亭
の
前

　
の
偲
月
池
で
蘇
較
は
よ
く
硯
を
洗
っ
た
。
○
披
1
1
つ
つ
み
。
な
お
披
公
、
披
仙
は
蘇
輯
の
こ
と
。

読
む
者
に
文
学
的
感
動
を
与
え
る
よ
う
な
作
で
な
く
（
聯
句
の
目
的
は
遊
楽
）
、
夏
の

夜
を
君
臣
唱
和
し
て
楽
し
ん
で
い
る
。

　
退
位
後
も
、
野
臥
成
院
が
聯
句
に
興
ぜ
ら
れ
た
事
は
『
鳳
城
聯
句
集
』
に
明

ら
か
で
あ
り
。
舟
橋
秀
賢
は
弟
の
有
雅
元
凄
と
共
に
、
屡
々
仙
洞
御
会
に
参
じ

て
い
る
。

　
慶
長
十
八
年
正
月
五
日
、
三
十
九
歳
の
彼
は
従
四
位
上
に
叙
せ
ら
れ
た
。
そ

の
時
、
西
洞
院
時
慶
は
、

　
秀
賢
朝
臣
は
去
年
は
四
品
、
又
当
年
従
上
に
加
階
な
り
。
年
々
三
年
続
き
若

　
輩
の
衆
思
う
侭
に
官
位
を
給
う
。
果
報
の
儀
な
り
〈
『
時
慶
卿
記
』
慶
長
＋
八
・
疋
・
＋

　
九
〉
。

と
非
難
め
い
た
文
字
を
連
ね
、
山
科
言
緒
も
同
様
の
趣
を
記
し
て
い
る
。
秀
賢

は
ま
さ
に
陽
の
当
た
る
官
僚
街
道
を
歩
い
た
果
報
人
で
、
後
陽
成
・
後
水
尾
両

帝
の
寵
臣
で
あ
っ
た
。
慶
長
十
六
年
六
月
二
十
八
日
、
四
十
一
歳
で
老
父
に
先

立
っ
て
卒
去
し
た
時
も
、
乾
乳
は
、

　
後
に
聞
く
、
舟
橋
遠
行
す
と
。
今
度
官
位
恣
の
振
舞
、
諸
軽
打
紛
義
に
よ
り

　
て
歎
、
両
眼
盲
と
。
可
畏
可
畏
〈
六
・
二
＋
八
〉
。

　
舟
橋
が
事
不
届
義
、
又
官
位
の
紅
雲
な
り
く
七
・
＋
七
V
。

と
記
し
て
い
る
。
現
実
主
義
者
の
舟
橋
秀
賢
は
、
官
界
の
一
部
か
ら
嫉
妬
視
さ

八

れ
る
よ
う
な
性
行
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
制
限
の
紙
数
が
尽
き
た
。
以
下
、
『
五
鳳
集
』
撰
者
の
推
論
を
も
う
三
、
四
人

述
べ
、
収
載
主
要
禅
僧
論
、
集
の
詩
風
の
特
色
な
ど
論
じ
た
い
が
、
そ
れ
ら
は

次
号
に
譲
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
V

（
1
）
例
え
ば
、
松
下
忠
『
江
戸
時
代
の
詩
風
詩
論
』
、
戸
田
浩
暁
『
日
本
漢
文
学
通
史
』
、
山
岸
徳
平

　
　
『
近
世
漢
文
学
史
』
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
近
世
の
宮
廷
貴
族
の
漢
文
学
に
触
れ
て
い
な
い
。

（
2
）
『
五
鳳
集
』
巻
末
に
あ
る
剛
外
令
柔
の
蹟
文
は
、
「
窩
か
に
聞
く
、
日
本
人
皇
四
十
一
代
持
統
天

　
　
皇
は
口
詩
を
学
び
、
吾
が
朝
の
風
と
為
す
。
同
五
十
二
代
嵯
峨
天
皇
は
弘
仁
三
年
、
神
泉
苑
に

　
　
調
て
文
人
を
召
し
、
詩
を
賦
せ
し
む
。
古
よ
リ
七
重
の
詩
を
好
む
は
、
振
丹
扶
桑
一
片
の
皇
風

　
　
な
り
」
と
あ
っ
て
、
古
代
の
漢
文
学
史
観
を
示
し
て
い
る
。

（
3
）
『
妙
智
院
文
書
』
に
よ
る
と
、
後
陽
成
上
皇
は
有
口
許
保
に
命
じ
て
、
妙
智
院
か
ら
『
小
略
勺
』

　
　
を
借
り
て
写
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
本
は
前
妙
智
院
主
策
彦
周
章
が
渡
明
し
た
際
、
寧
波
の
芳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
3

　
　
梅
崖
に
外
題
を
書
い
て
も
ら
っ
た
も
の
で
、
帰
朝
後
、
後
奈
良
院
の
和
漢
聯
句
会
に
袖
に
入
れ
　
　
一

　
　
て
参
内
し
た
と
こ
ろ
、
院
は
お
託
つ
か
ら
御
覧
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
4
）
『
城
西
聯
句
』
は
策
彦
周
良
が
、
天
龍
寺
第
百
八
十
六
世
住
持
に
就
い
た
江
心
承
董
と
、
天
龍

　
　
寺
山
内
で
九
千
句
を
つ
ら
ね
た
も
の
で
あ
る
。
策
彦
は
第
一
回
入
明
に
際
し
こ
の
聯
句
集
を

　
　
携
え
、
寧
波
第
一
の
文
人
た
る
豊
坊
に
序
文
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。
な
お
、
蹴
文
は
惟
高
妙
安

　
　
の
作
で
あ
る
。

（
5
）
『
鹿
苑
日
録
』
〈
元
和
元
・
八
・
三
〉
に
「
大
徳
寺
沢
庵
和
尚
光
駕
。
（
中
略
）
大
統
古
澗
和
尚

　
　
携
仙
洞
三
千
句
蹴
来
臨
」
と
あ
る
の
を
見
る
と
、
「
仙
洞
三
千
句
」
は
元
和
元
年
八
月
以
前
に

　
　
成
り
、
古
調
慈
稽
が
蹟
文
を
制
作
し
て
い
る
。
『
土
御
門
泰
明
卿
記
』
〈
元
和
四
・
十
一
・
二
十

　
　
一
〉
に
は
、
「
光
西
堂
ニ
ハ
仙
洞
三
千
旬
御
尋
被
成
候
」
と
あ
っ
て
、
後
水
尾
天
皇
は
舜
岳
玄

　
　
光
に
仙
洞
三
千
句
を
尋
ね
て
お
ら
れ
る
。

（
6
）
山
陽
成
天
皇
と
政
仁
親
王
（
後
水
尾
天
皇
V
父
子
は
決
し
て
高
じ
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
後
陽



　
　
成
天
皇
は
弟
宮
の
八
条
宮
智
仁
親
王
（
十
歳
の
時
、
豊
臣
秀
吉
の
猶
子
と
な
る
）
に
譲
位
な
さ

　
　
る
御
意
思
を
抱
い
て
お
ら
れ
た
が
、
徳
川
家
康
の
奏
請
に
よ
り
政
仁
親
王
に
皇
位
を
譲
ら
れ

　
　
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
一
綜
和
尚
へ
遣
は
さ
る
る
硯
の
銘
」
で
後
水
尾
天
皇
は
、
”
（
硯
は
）

　
　
故
院
（
後
目
成
L
皇
）
の
つ
ね
に
御
手
ふ
れ
し
も
の
を
と
思
へ
ば
、
崩
御
の
後
は
座
右
に
お
き

　
　
て
、
朝
夕
も
て
な
ら
し
て
、
い
つ
し
か
二
十
年
あ
ま
り
七
と
せ
に
な
り
ぬ
”
と
記
さ
れ
、
父
上

　
　
皇
の
文
雅
を
偲
ん
で
お
ら
れ
る
。
こ
れ
も
、
筆
者
の
仮
説
の
一
傍
証
と
な
ろ
う
。

（
7
）
舟
橋
秀
賢
の
日
記
の
『
慶
長
日
野
録
』
を
見
る
と
「
幽
斎
来
談
」
〈
慶
長
八
・
十
二
・
三
V
と

　
　
か
「
細
川
忠
興
病
気
見
舞
」
〈
慶
長
十
・
三
・
九
〉
な
ど
の
記
事
が
あ
る
。
な
お
細
川
家
の
影

　
　
響
か
ど
う
か
分
ら
な
い
が
、
舟
橋
秀
賢
は
漢
学
の
み
な
ら
ず
和
歌
も
よ
く
し
た
。
例
え
ば
慶
長

　
　
八
年
十
一
月
十
六
日
、
禁
中
で
「
建
保
名
所
百
首
」
の
催
の
時
、
「
由
良
」
「
三
崎
」
「
天
香
久

　
　
山
」
「
松
浦
山
」
の
題
で
詠
進
し
、
慶
長
十
年
に
は
、
正
月
二
十
】
日
の
冷
泉
月
次
会
、
二
月

　
　
八
日
の
宮
中
和
歌
御
会
、
九
月
十
六
日
の
宮
中
千
首
和
歌
御
会
に
出
席
し
て
作
歌
に
励
ん
で

　
　
い
る
。
そ
の
為
、
国
文
学
の
研
讃
に
も
努
め
た
。
即
ち
冷
泉
為
満
邸
の
『
詠
歌
大
概
』
講
談
の

　
　
発
起
人
と
な
り
〈
慶
長
九
・
八
・
二
十
八
〉
、
小
御
所
で
後
陽
成
天
皇
の
『
源
氏
物
語
』
葵
巻

　
　
の
劇
談
を
拝
聴
し
〈
慶
長
九
・
十
・
十
八
〉
、
中
院
通
村
の
為
に
『
万
葉
集
』
券
十
三
を
書
写

　
　
し
た
り
し
て
い
る
。

（
8
V
清
原
国
賢
の
邸
は
一
条
高
倉
の
仙
洞
北
に
あ
っ
た
の
で
、
東
高
倉
と
称
せ
ら
れ
た
が
、
『
慶
長

　
　
日
撰
録
』
〈
慶
長
六
・
十
二
・
二
十
四
〉
に
、
「
陽
明
の
処
（
近
衛
邸
）
に
参
ず
。
（
中
略
）
則

　
　
ち
称
号
は
舟
橋
と
称
す
べ
し
と
の
仰
せ
な
り
」
と
あ
る
。

（
9
V
『
大
漢
和
辞
典
』
は
四
組
の
四
聖
を
あ
げ
て
い
る
が
、
舟
橋
秀
賢
は
四
聖
入
の
像
前
で
乾
坤
二

　
　
卦
を
読
論
し
て
い
る
の
で
、
上
古
の
伏
犠
（
八
卦
を
作
る
）
中
古
の
三
王
（
卦
辞
を
作
る
）
下

　
　
古
の
孔
子
（
十
翼
を
作
る
）
に
周
公
を
加
え
た
も
の
か
。
慶
長
十
年
正
月
一
日
の
『
日
件
録
』

　
　
は
、
五
聖
人
と
記
し
て
い
る
の
は
、
朱
文
公
を
加
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

（
1
0
）
『
臼
件
録
』
に
、
「
易
伝
授
式
を
家
君
（
国
賢
）
新
た
に
書
写
し
給
い
御
進
上
」
〈
慶
長
八
・
二
・

　
　
七
〉
、
「
周
易
御
伝
授
の
御
道
具
申
し
付
く
べ
き
由
仰
せ
出
さ
る
。
則
ち
御
細
工
の
大
工
を
召

『
翰
林
五
鳳
集
』
に
つ
い
て

　
　
し
寄
せ
、
寸
法
以
下
申
し
付
け
畢
ん
ぬ
」
〈
同
年
四
・
二
十
一
V
と
あ
る
よ
う
に
、
古
今
伝
授

　
　
の
如
く
聖
母
に
の
っ
と
り
厳
粛
な
周
易
伝
授
の
儀
式
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
1
）
豊
臣
秀
頼
に
「
頓
而
可
罷
下
、
大
学
可
有
川
聴
聞
云
々
」
〈
慶
長
十
・
十
・
十
〉
と
秀
賢
は
約

　
　
束
し
た
が
、
実
際
に
は
講
じ
な
か
っ
た
。
秀
頼
に
は
兵
学
の
『
呉
子
』
を
講
義
し
た
。

〔
1
2
）
幸
鶴
丸
は
吉
田
兼
治
の
息
男
で
、
慶
長
十
⊥
ハ
・
五
か
ら
『
五
経
』
を
受
講
す
る
の
だ
が
、
十
一

　
　
月
十
八
日
講
説
の
時
「
智
慧
粥
薦
之
」
と
あ
る
。
慶
長
十
丁
十
・
三
に
責
善
丸
が
『
孝
経
』
を

　
　
読
み
終
っ
た
時
も
「
智
恵
三
身
之
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
二
例
か
ら
『
孝
志
』
講
了
の
時
の

　
　
慣
習
と
思
わ
れ
、
『
国
語
大
辞
典
』
（
小
学
館
）
の
智
恵
粥
の
説
明
は
不
十
分
で
あ
る
。

（
1
3
）
『
H
石
盛
』
に
「
未
読
男
子
誕
生
。
題
意
講
之
」
〈
慶
長
十
五
・
閏
二
・
二
十
〉
「
晴
。
六
稻
講

　
　
之
。
日
野
侍
従
来
入
、
職
原
器
読
書
」
〈
同
月
・
二
十
三
〉
と
あ
り
対
象
者
不
明
。
自
邸
で
不

　
　
特
定
多
数
に
講
じ
た
か
。

（
1
4
）
『
鹿
苑
日
録
』
〈
文
禄
三
・
三
・
二
十
七
〉
に
「
午
時
語
心
に
於
て
非
時
の
湯
漬
有
り
。
華
麗
眼

　
　
を
驚
か
す
」
と
あ
り
、
裕
福
な
塔
頭
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
2

（
1
5
）
月
林
道
鮫
は
後
光
厳
天
皇
よ
り
普
光
大
橦
国
師
の
号
を
勅
謹
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
派
名
が
あ
　
　
一

　
　
る
。
月
林
道
鮫
は
久
我
具
房
の
子
で
、
入
元
し
て
古
林
清
茂
の
法
を
嗣
ぎ
、
梅
津
長
福
寺
を
禅

　
　
寺
に
改
め
て
中
興
開
山
と
な
り
、
花
園
法
皇
の
厚
い
御
帰
依
を
受
け
た
。

（
1
6
）
『
林
羅
山
先
生
集
附
録
』
巻
一
年
譜
の
慶
長
八
年
の
項
参
照
。

（
追
記
注
1
7
）
研
叔
顕
陣
は
日
野
輝
資
の
息
で
、
有
節
士
保
の
法
嗣
。
最
後
の
鹿
苑
僧
録
で
、
後
水

　
　
尾
天
皇
の
御
戒
師
を
勤
め
、
相
国
寺
中
に
法
塔
を
建
て
て
、
後
水
尾
天
皇
哀
筆
の
御
経
と
仏
舎

　
　
利
を
収
め
た
。
幕
府
よ
り
碩
学
料
を
受
け
て
対
馬
の
以
酊
庵
に
住
し
、
朝
鮮
書
契
の
事
に
当
っ

　
　
た
。
万
治
元
年
正
月
二
十
日
、
七
十
九
歳
で
示
寂
。

一
九


